
（９）野
の

津
つ

原
はる

の祭礼にみる歴史的風致 

１）はじめに 

野津原は、慶長６年（１６０１）に熊本城主加藤清正が領有することになり、佐
さ

賀
がの

関
せき

から熊本に至

る街道上の宿場町として整備され、藩主休憩所である御茶屋も設けられた。その後、江戸時代を

通じて熊本藩領で、古町（恵
え

良
ら

）、寺町（本町）、新町からなる町屋が発達した。現在も鉤
かぎ

の手に曲

がる道路（肥後街道）沿いに、法
ほう

護
ご

寺
じ

などの古い社寺や伝統建築による住宅が点在し、往時の名

残を留めている。 

野津原神社は明治４年（１８７１）に法護寺に祀
まつ

られていた加藤清正を祭神
さいじん

として、祇園社
ぎお ん し ゃ

と合祀
ご う し

したことにはじまる。野津原宿の伝統を受け継ぐまちを舞台として、まち全体が参加する祭礼となり

今も受け継がれている。 

２）建造物 

野津原神社 

 本殿は、三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

銅
ど う

板
ばん

葺
ぶき

で、

玉垣にある年号から昭和１２年（１

９３７）に改修もしくは建築された可

能性がある。 

 拝殿は入母屋造桟瓦葺で一間

の向拝がつく。装飾の無い簡素な

建物である。切石製の基壇上に

伝統工法で建てられており、古写真より昭和２２年（１９４７）以前の建物である。 

法
ほ う

護
ご

寺
じ

清
せい

正
しょう

公
こ う

殿
でん

 清正公殿は、加藤清正を祀る霊廟
れいびょう

建築であり、入母屋造桟瓦葺
いりもやづくりさんかわらぶき

である。礎石建ちの伝統建築であり、明治４４年（１９１１）の『豊後

国大分郡寺院明細帳』にも記載されていることから、それ以前の建

築である。 

法
ほ う

護寺
ご じ

鐘
しょう

楼門
ろ う も ん

 鐘楼門は、入母屋造桟瓦葺
いりもやづくりさんがわらぶき

で、清正公殿と同じく伝統技法に

よるものであり、明治４４年（１９１１）の『豊後国大分郡寺院明細

帳』にも記載されていることから、それ以前の建築である。 

野津原神社拝殿・本殿 昭和２２年（１９４７）撮影

古写真の野津原神社

法護寺鐘楼門 

法護寺清正公殿 
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３）活動 

３）-１清
せい

正
しょ

公
こ

まつり（８月２４日） 

加藤清正の命日にちなみ、供養する祭礼で、神輿と山車が、

野
の

津
つ

原
はる

のまちを巡行するが、山車には大山車
お お や ま

と呼ばれる大型で

舞台付の山車があるのが特徴である。『神社慣例』（明治３０年

（１８９７））によれば、祭礼は野津原神社が創建されたのちの明

治２５年（１８９２）よりはじめられたとあり、「（前略）同七月廿三日

ヨリ同廿五日迄村内舎台引回シ」とあり、祭礼日及び大山車の

形態が現在にも引き継がれていることがうかがえる。 

元々は祭礼を担う野津原の３地区（恵良、本町、新町）それぞれが大山車を１基ずつ保有し、３

年に１度の神輿番の年以外にそれぞれ大山車を出していたため、常に２基は出ていた。大山車巡

行は戦前に一度休止し、昭和３４年（１９５９）に再開したが昭和４４年（１９６９）に交通規制と後継者

不足で再び休止し、小山車及び神輿巡行で祭りをつづけていた。しかし、住民の願いにより平成１

７年（２００５）に本町のみ大山車が再開した。現行の大山車は、高さ４ｍ、幅３.５ｍ、全長６ｍと非常

に大きく、２本の綱をつけて、２０人以上で引くものである。３年に１度本町が神輿番となる年は、大

山車は巡行せず、１ヶ所に固定して設置される。  

祭りの当日は、野津原の町内には提灯が灯され、多くの人でにぎわう。祭礼は、野津原神社拝

殿内で神輿を担ぐ氏子たちをお祓いした後、神社に祭られている清正公を神輿に遷座
せ ん ざ

するため神

楽を舞う。遷座の後、宮出しが行われ、境内を３周した後、門からまちに出て法護寺の前を通り巡

行し、途中、七
なな

瀬
せ

川
がわ

に神輿を入れる場面もある。 

町内の巡行 

神楽の出立 宮出し前の祓い 神楽を舞う 

七瀬川に入る法護寺への神輿巡幸

大山車 
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旧肥後街道を中心に神輿と山車が巡行し、野津原のまちの全戸約２８０軒に立ち寄るため、午

前９時に出立し、還幸は午前０時を過ぎることになる。立ち寄りの際には、それぞれの家の前で神

輿を練り、着くと神職が祝詞
の り と

を読み上げる。家では米・塩・御神酒
お み き

を準備しておく。大山車の巡行

は夕方から行われ、舞台では小学生が太鼓を、中学生が三味線を演奏し、巡行に華を添える。ま

た夜間には、大山車上で芝居などの芸能が上演される。かつて祭りの日には、生地
き じ

に酒粕
さけかす

を混ぜ

蒸
む

した「酒まんじゅう」を家で作りふるまっていた。まんじゅうの下には「かから」という葉、もしくはトウ

モロコシの葉をしいてあった。現在では「酒まんじゅう」を購入して食べるならわしが一部でつづけら

れている。なお、神輿が野津原神社に戻る途中、大山車の舞台の上に乗ろうとして、祭りを盛り上

げる。 

４）まとめ 

まちの起源となる宿場町を整備した加藤清正への地域住民の敬意の念を背景とし、住民全体

が関わって挙行
き ょ こ う

される祭礼とまちの景観が一体となって歴史的風致が形成されている。 

野津原の歴史的風致範囲

大山車上に神輿を上げる 大山車での演奏 氏子宅への立ち寄り
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